
感謝を力に、社会に貢献する人材へ

大手外資系ITメーカーに内定
　私の実家は宮崎で内装業を営んでいます。父が必死に仕事をして
も、経営はなかなか思うようにいかない状況でした。それでも母は
いつも太陽のように明るく、私たち３姉妹を育ててくれました。
　姉が大学受験のとき、創友給付奨学金が新設され、創友給付奨学
金１期生として、創価大学に入学しました。宮崎に帰省するたびに
どんどん成長して帰ってくる姉の姿に、もともと創価大学への進学
を悩んでいた私でしたが、地域の方々からたくさん励ましもいただ
き、創価大学進学を決意、創友給付奨学金にも採用され、43期生
として入学しました。
　入学後、創春寮での生活は、人との関わりが苦手な私にとって悩
みの連続でした。特に2年次に残寮生として留学生と一緒に生活をし
た際は、文化の違いから共同生活の難しさを痛感しました。しかし、
ひとつひとつ「何のためか」を明確にし、皆で語りあう中で心を通わ
せることができました。気付けば、寮生活を通して何でも語り合える
一生涯の友情を築くことができ、自分の意見が言える人に成長するこ
とができました。
　就職活動では、どこへ就職しても「何をするか」は結局自分次第だ
と感じ、「どんな人たちと一緒に働くか」を大事にしながら挑戦。大
手外資系ＩＴメーカーより内定をいただくことができました。最初の
赴任地は、地元・宮崎です。職場で信頼を勝ち取り、育ててもらった、
父母、地域の方々に恩返ししていきたいと決意しています。
　創価大学で学ぶことのできた４年間は、かけがえのない金の思い出
となりました。これからも、創大生として何があっても負けずに、創
価の春をつくっていける女性に成長していきます。

２年間中国に留学するDDコースに合格
　幼いころより、決して楽ではない家計状況は肌で感じていました
が、それでも両親は、創価大学に姉妹全員を送り出すために応援し
続けてくれました。姉から学生生活や寮生活の話を聞き、高校２年
次にはオープンキャンパスにも参加することができ、創価大学で学
びたいという思いがさらに強くなりました。
　また地元の創大生の先輩が留学から一時帰国した際に、留学先の
様子を教えてくれました。活き活きと目標に向け挑戦している姿に、
私も先輩のように成長したいと中国に２年間留学する文学部ダブル
ディグリー（DD）コースに行くことを決意しました。
　猛勉強の末、創友給付奨学金と創友会ふるさと給付奨学金に採用
していただき、創価大学に無事合格。入学後には、兄弟姉妹同時在
籍者への給付奨学金、１年後期には特待生にも採用になり、安心して
勉学に励むことができました。そして、姉と同じ創春寮に入寮。毎日
が本当に楽しく、夏休みで実家に帰省しているときも、寮に戻りたい
と思うくらいでした。
　中国留学のための勉強は、ゼロからのスタートでしたが、一緒に
寮で生活していた中国人留学生から中国語を教えてもらい、楽しく
学ぶことができました。１年間の勉強で、こんなに中国語の読み書
きができるようになったことに驚いています。そして、無事、中国
語DDコースに合格することができ、これから２年間、中国留学に
行ってきます。
　両親、そして私が生まれたときから、自分の子どものように可愛
がってくれた地元宮崎の方々に喜んでもらえるように、創大生とし
て中国で真剣に学び、世界で活躍する人材に成長していきます。
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